













型支出体系については　Stone, Deaton, Parks, Goldberger and Gama-
letsos等により,又トランス・ログ需要関数については, Christensen,
jorgenson and Lau等により計測されている,一方ロッテルダム・モデル
についても, Barten, Deaton, Theil等により計測されている。
計量経済モデルの説明変数の数よりも標本数が少いときには,モーメント
行列は特異行列となる。これは大規模モデルを同時方程式推定法でもって推


































1) Theil (1975) p. 79 




長ItDqlt=μIDqt + ~ klJDpけ ε1t i= 1…n 





















k" =~ IJ=77PiPAJ 
8"θ~I 
u θpj IYI =一定
従って，所得(支出)弾力性は f1， 1 =m1により，又(補償された)自己
W1 
k1j 
及び交叉価格開力性は一一一 =7t1jによって与えられる。 μ1は第 i財l乙対
WI 
する限界支出性向であり，通常の(補償されない)自己及び交叉価格!J!li力性
3) ロッテノレダム・モデノレの導山については例えば， Theil (1975)を参照せよ。
32 経営と経済
は7l'lj-f.l， 1 i = 1…n によって与えられる o なお，一般に消費者需要体系
を推定する際に，効用関数の条件付極大から導出された需要関数に付随して
生ずる次の制約がある口
(1) 加算制約 (Adding-upRestriction) 
n 
a) Engel集計性 (EngelAggregation) 戸 μ1=0 
n 
b) Cournot集計性 (CournotAggregation) :E k1j = 0 
n 
(2) 0次「司次性 (Homogeneityof degee zero) :E k1j= 0 
(3) 対称性 (Symmetry)
k1j=kjl for al i，j 
(4) 負値半定符号行列 (NegativeSemi-Definite) k1j を要素とする行
列Kは階数n-1の負値半定符号行列である O すなわち





2) 同次性及び対称性の制約の場合:(1)， (2)， (3)の制約
ここで， 1)の場合は最小二釆法で推定した。乙の場合の最小二乗推定
4) 
量は最尤推定量に等しい o 2)の場合は制約付の Zellnerの Seemingly
Unrelated Equationの推定法で推定した5)。
4) Dtaton (1977) p. 351 
なお，推定するに際して，独立変数のうちの価格の変数に関して Dptt-Dp9t
j= 1 …8に変換して 8佃の価格変数と l個の所得変数の 9佃の独立変数でもって
推定を行った。
この件に関しては Theil(1975) p. 190を参照せよ。その場合の 9番目の価格
変数のパラメーターの値及びflj準偏差の値の計算の仕方については， Theil (1975) 
p. 198-199を参照せよ。
5) Byron (1970) 
消費者需要の測定:最大エントロビー・モーメント行列の応用勺 33 
推定した支出費目は次の 9費目であるo
1)食料費 2)住居費 3)光熱・水道費 4)家具・家事用品費 5)被服
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































F検定統計量 Fsの値は，各々 4.209と 4.072で共に対称性の仮定は棄却
されているo 又 k，J)i= 1・2ーし j=1 …n-l を要素とする階数n-
1の行列をKとすると，その行列の国有ベクトルの (n-1) X (n -1 ) 
の行列Pと固有値 λ1…入-1をその対角要素にもつ (n-1) X (n -1 )の
対角行列〈とによって K=PAP'と表現され得る o Kが負値半定符号であ
るためには，すべての固有値λi=1…n-lの値が負或いはゼロでなけれ
ばならないの。表 3の価格のパラメーターのうちの最初の 8X8の行列に対































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































H=ー ff f (x， y) log f (x， y) dxdy 
ー-0<コー_0<コ
8) 詳しくは Theiland Laitinen (1980)を参照せよ。
42 経営と経済















(1) 分散 (x) 標本分散一一土一戸 (Xl+I_XI)2
4 n i = 1 
n-l 
一 1 ~ (XI+l_Xl-l)2 
24n i = 2 
3.共分散は次の式によって計算するo
n 




xk*=E(x I xEL) if X1=Xk 
E(x I xEL)=ーミ-xHJ-X2 if i=l 
4 4 
1 1 = _..L.• X I - 1 十一一一 X1 + --=_ X 1 + 1 if i = 2 .. n -1 
4 24  
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